
の、 しばらくの時間の経過 とともに、また もとの改善す

べ き状態に戻 ってしまうという教育上の課題が指摘 され

て久 しい。この課題の解決のためには、教育対象者 自身に

よる主体的な健康問題解決意識の醸成 と、個々の内発的

動機や自己学習 ・自己実践能力 を涵養するような新 しい

教育方法の開発等が求められてい る。主体的学習能力の

育成等 を目的 として開発 された健康教育TYA方 式は、

地域の各特性を踏 まえた多様 なシナリオ教材の開発や、

教育担当者であるチューターの トレーニ ングの体系化等

に着 目し、教育方法及び評価の観点から総合的に改良が

進められている(竹 森他,2005.浅 田他,2005.)。

Ⅱ.目 的

　本発表では、シナリオ ・チュー トリアルシステムを特

徴 に持つ健康教育TYA方 式における教授 ・学習活動の

中の、 とりわけ教室終了6ヵ 月後のクラス会 における学

習状況をもとにして、教室 とクラス会との学習過程の関

連の状況を明らかにすることを目的とした。

ポス ター発 表P-10

Ⅲ.研 究方法

2003年12月 か ら2004年5月 まで青森県N町 において実

施 した減塩教室並 びに2004年12月 に実施 したクラス会に

参加 をした地域住民25名 を対象 とした。研究方法 として

は、まず自然な状況における対象の反応を調べる視点か

ら、評価担当者である大学教員(共 同研究者)が 教育プ

ログラムに観察者 ・スーパーバイザーとして参加する形

での観察法を採用 し、同時に教育プログラムの企画書や

教育用パ ンフレット、教材、対象者の発言録、報告書等

の記録物 を質的に分析する方法を採った。

地域住民の自己学習能力育成をねらいとする

　　　　　　　TYA方 式の評価

第1報:教 室とクラス会 との学習過程の関連
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春江1)竹 森　幸一1)
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Key　Words:①TYA方 式　②健康教育
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I.は じめに

　減塩教室等 をはじめとする生活習慣の改善をねらいと

する健康教育の実践では、当該教室開催中あるいは実施

直後には減塩や生活習慣改善の成果が認め られる もの

Ⅳ.結 果及び考察

　 1　 クラス会における学習過程

　 クラス会においては、①教室終了6ヵ 月後の自分の検

査結果への率直な感想 を共有できる、②生活習慣改善の

ための自己実践を継続すための課題を討議で きる、を教

授 ・学習 目標 としてグループワークを実施 した。クラス会

における参加者の学習過程は、現在反応 ・実践経緯 ・将

来方策という内容の経時的観点から、①検査結果への率

直な感想、②実体験に基づ く、結果数値の根拠の推定、

③これまでの自己実践の振 り返 りと共有、④減塩への慣

れに対する自覚、⑤学習成果の家族・地域への波及効果、

⑥今後の実践 目標や課題、展望に類型化で きる(表1)。 こ

の うち①及び②は 「検査結果を自分自身で今認識 したこ

とか ら派生 した意見群」 を構成 し、③及び④、⑤は 「こ

れまでの自己実践を想起 したことから派生 した意見群」、

⑥ は 「これか らの採るべ き方策をイメージ ・導出したこ

とか ら派生 した意見群」を構成するもの と捉 えられる。
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　 2　 クラス会の前提 となる減塩教室中に使用 した、構

　　造化 されたシナ リオのステージ1か ら4ま でにおけ

　　る主要点 ・教育的意図

　シナリオは4つ のステージから成 りそれらはレディネ

ス ・教授学習 目標 ・登場順序性 ・学習優先度 ・相互補完

性等の側面から体系的に構造化 されている。また、教室の

導入期ではステージ1が 、同様に展開期では2が 、総括 ・

まとめ期では3及 び4が 使用 されるよう配置 されてい

る。各期の学習到達点及び主要点 ・教育的意図は表2に

示すとお りである。シナリオの主要点・教育的意図は、学

習範囲に基づいて、①減塩を中心に食習慣の改善に関す

ること、②食習慣以外の生活習慣全般 に関す ることに大

きく分類することがで きる。

　 3　 シナリオによる学習過程 とクラス会における学習

　　過程 との関連

　以上 を踏まえ、シナリオによる学習過程 とクラス会 に

おける学習過程 との符合状況を基 にして、クラス会 にお

ける学習過程 に関 して、シナリオ ・チュー トリアルシス

テムが継続的な自己学習 ・自己実践へ もた らす積極的な

影響 の観点か ら再類型化す る。再類型は① シナ リオか ら

学習 した内容に基づ くと推察 される意見、②チュー トリ

アルによるグループワークを通 しての学習活動が契機に

なった と捉 えられる意見、③健康度測定や尿中塩分検査、

調理実習 を含むTYA方 式による一連の減塩教室の総体

的活動に関連 した意見、④;① ～③ を基盤 として自分に

適合 した自分なりの自己学習 ・自己実践の継続に関連す

る意見、⑤その他の意見群 により構成される。再類型①

に関 して、表2中 の 「失敗例をも含む減塩のための様々

な工夫及び取組」に関連する意見が12件 、同じく 「食品

に含まれる塩分量」に関連する意見が5件 など、①に関

しては合計で32件 の意見が認められた。また、② に関する

意見が1件 、③ に関する意見が6件 、④に関する意見が

7件 、⑤に関する意見が2件 認め られた。再類型結果 より

考察するとまず、対象者はシナリオ ・チュー トリアルシ

ステムに基づ く減塩教室で6ヶ 月間学習 した。教室実施

期間中に、各 自自分なりの行動 目標 を立案 した。教室後は

普段の生活 に戻ったが、既習事項をもとに参加者は、「減

塩は無理は してはいけない。でも、これからも気 をつけて

いかな くては」とい うような意識 を有 していたのではな

いか と推察される。やがて教室終了後6ヶ 月が経ち、シナ

リオを読み返す機会は少ない と思われるが、即ちシナリ

オの記述表現 をその語句のまま暗記 してはいないか もし

表1　 クラス会における学習過程(2004年12月 、青森県N町)

学習の到達点

学習過程の

類型 と個々

の学び(個

々の学びは

クラス会の

教授 ・学習

目標に照 ら

し重要要素

を抽出。重

　分省略)

◎6ヵ 月後の検査結果への率直な感想 の共有 を経た、自己実践継続課題 の導 出

○検査結果への率直な感想:「 前回よりもクラス会の方が数字が良くなっている」等5件

○実体験に基づ く、結果数値の根拠の推定:「 外食が多い と塩分量が高い」　 「煮込み う

どんを食べた ときに15gに なったので、塩分上昇の ことがよく分かった」等10件

○これまでの自己実践の振 り返 りと共有:「食卓用醤油を、醤油とアルカ リイオン水の

3:1で 薄めて使 っている」「野菜の使 い方が増えた気 がする」等15件

○減塩への慣れ に対す る自覚:「 おひた しにも醤油をかけなくて も良くなった」等3件

○学習成果の家族 ・地域への波及効果:「 果物を食べなかった夫がカ リウムに影響があ

る と知 り摂 るようになった」等4件

○今後の実践 目標や課題、展望:「減塩教室で学んだことをそれぞれできることを無理

な くや ってい く」 「香辛料や酢を使 う」等11件 　　　　　　　　　　　　　計48件

表2　 教室中に使用 した構造化 したシナ リオのステージ1～4に おける主要点 ・教育的意図

1

2

3

4

各期

導入期

展開期

総括 ・

ま とめ

期

学習到達点
シナ リオへの自己投影

過程 を経た 自分 自身の

生活習慣の振 り返 り

シナ リオにおける解決

策を基盤 とした 自分 自

身の生活習慣上の改善

目標の設定

これ までの自己学習 ・

自己実践の総合的評価

シナ リオにお ける主要点 ・教育的意図

高血圧の問題 、肥満の問題、家族成員 同士の協力 と学習成果

伝達共有 による減塩及びカ リウム摂取、 自己の主観 的味覚 と

他者 の味覚あるいは客観的塩分濃度 との不一致、食 品に含ま

れる塩分量、栄養バランス と食物摂取量、禁煙及び適量飲酒、

高血圧 自覚症状、運動習慣の重要性

失敗例 をも含む減塩 のための様 々な工夫及び取組、 自己の主

観的味覚 と他者 の味覚 あるいは客観的塩分濃度 との不一致

塩分摂取に関する誤認状況、無理のある改善目標の例示

グループでの討議及び地域 における個々人 の改善 目標の共有

の重要性、食 品に含まれ る塩分量
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れないが、「こんなことは話 し合 ったし、学んだ」という

ようなイメージは残存 していた可能性が推察で きる。つ

まり、教室後に学習内容が完全に途切れ消失 した訳では

ない。教室最終回における6ヵ 月後クラス会での再会予

告がモチベーシ ョンの持続につ なが った可能性 もある

が、教室期間中に主体的に問題解決に臨んだからこそ既

習事項が動機付けとなり、自己学習 ・自己実践が さらに

続いた可能性が、再類型結果か ら推察される。

Ⅴ.結 論

　青森県N町 で2003年 度に減塩教室並びに2004年 度にク

ラス会を実施 した結果、健康教育TYA方 式の主な特質

である①連続性のある複数のシナリオに基づいて問題解

決的に学習が進む点、②チューターの支援のもとで対象

者が自ら主体的に学習する点 を背景 として、同方式では、

対象者の教室での学習と、クラス会までの継続的自己学

習 ・実践　 との関連の可能性が示唆された。

Ⅵ
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